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の し ろ 市 議 会 だ よ り 一 般 質 問 

当
初
予
算
編
成
は
何
を
基
軸
に
行
っ
た
の
か 

 

質
　
私
た
ち
の
地
域
に
お
い
て
、
出
生
数
の
減
少
、
人
口
減

少
は
紛
れ
も
な
い
事
実
で
あ
る
。
本
来
一
丁
目
一
番
地
は
人

口
減
少
対
策
だ
と
考
え
る
が
、
何
を
基
軸
に
行
っ
た
の
か
。 

  

答
　
第
２
次
能
代
市
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
の
初
年
度
と

な
る
５
年
度
当
初
予
算
で
は
、
３
つ
の
重
要
課
題
で
あ
る
、

子
ど
も
を
生
み
育
て
や
す
い
環
境
づ
く
り
、
働
く
環
境
の
向

上
と
人
材
の
確
保
、
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
産
業
の
さ
ら

な
る
振
興
を
中
心
に
、
当
面
の
行
政
課
題
や
本
市
の
将
来
に

資
す
る
重
要
課
題
等
に
積
極
的
に
取
り
組
む
予
算
を
編
成
し

た
。 

 

中
心
市
街
地
活
性
化 
 

質
　
中
心
市
街
地
で
は
、
北
高
跡
地
の
利
活
用
、
畠
町
再
開

発
、
各
種
建
造
物
の
老
朽
化
な
ど
様
々
な
課
題
が
あ
る
が
、

地
域
貢
献
を
掲
げ
て
い
る
洋
上
風
力
に
関
わ
る
商
社
等
に
、

中
心
市
街
地
に
対
し
て
の
貢
献
策
を
話
合
い
で
き
な
い
か
。 

 

答
　
能
代
市
、
三
種
町
及
び
男
鹿
市
沖
に
お
け
る
洋
上
風
力

発
電
事
業
者
と
、
地
域
共
生
策
の
具
体
的
な
取
組
に
つ
い
て

協
議
を
重
ね
て
い
る
。
現
在
、
中
心
市
街
地
に
お
い
て
は
、

商
店
街
や
市
民
団
体
等
の
主
体
が
、
活
性
化
に
資
す
る
イ
ベ

ン
ト
や
勉
強
会
等
の
様
々
な
取
組
を
行
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら

の
動
き
に
対
す
る
洋
上
風
力
発
電
事
業
者
の
支
援
の
可
能
性

に
つ
い
て
探
っ
て
い
き
た
い
。 

そ
の
他
の
質
問
事
項 

○
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ま
ち
と
は 

○
能
代
七
夕
天
空
の
不
夜
城
の
保
管
場
所 

そ
の
他
の
質
問
事
項 

○
輪
作
体
系
の
導
入 

○
移
住
体
験
住
宅
を
設
置
す
る
考
え
は 

○
ふ
る
さ
と
納
税
制
度 

畠

貞

一

郎

 

市

民

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク 

（
市
民
の
声
、大
河
の
会
、能
代
民
政
会
） 

持
続
可
能
な
地
域
農
業 

 

質
　
食
料
生
産
を
担
う
農
業
の
在
り
方
に
寄
り
添
い
、
環
境

負
荷
の
軽
減
と
地
域
社
会
の
持
続
可
能
性
を
考
え
生
態
系
を

生
か
し
た
豊
か
な
農
業
を
目
指
す
べ
き
。
そ
の
た
め
に
も
有

機
農
産
物
の
生
産
者
を
育
て
る
考
え
は
。 

 

答
　
無
農
薬
・
無
化
学
肥
料
の
有
機
栽
培
や
、
農
薬
・
化
学

肥
料
の
使
用
を
半
分
以
下
に
す
る
特
別
栽
培
は
、
労
力
や
資

材
コ
ス
ト
が
掛
か
り
増
し
に
な
る
こ
と
や
、
収
量
や
品
質
が

不
安
定
で
あ
る
な
ど
の
課
題
が
あ
る
。
現
在
、
２
組
織
が
環

境
保
全
型
農
業
直
接
支
払
交
付
金
事
業
を
活
用
し
、
有
機
栽

培
米
、
特
別
栽
培
米
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
今
後
も
取
組

意
欲
の
あ
る
農
業
者
の
相
談
に
応
じ
、
支
援
し
て
い
き
た
い
。 

 

能
代
火
力
発
電
所
の
脱
硝
装
置 

 

質
　
気
候
危
機
の
非
常
事
態
の
も
と
、
脱
炭
素
化
が
急
が
れ

る
が
、
石
炭
火
力
へ
固
執
し
、
気
候
危
機
に
全
く
背
を
向
け

て
い
る
。
能
代
火
力
発
電
所
か
ら
の
排
ガ
ス
の
影
響
が
心
配

で
あ
る
。
脱
硝
装
置
は
設
置
さ
れ
て
い
る
か
。 

 

答
　
石
炭
の
燃
焼
に
伴
い
発
生
す
る
窒
素
酸
化
物
を
除
去
す

る
排
煙
脱
硝
装
置
は
、
２
号
機
及
び
３
号
機
に
設
置
さ
れ
て

い
る
。
１
号
機
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
に
お
い
て
設
置
さ
れ

て
い
な
い
が
、
公
害
防
止
協
定
に
お
い
て
、
環
境
へ
の
影
響

が
確
認
さ
れ
た
場
合
は
対
応
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。 

菊

地

時

子

 

日
本
共
産
党 

洋
上
風
力
発
電
に
関
す
る
資
料
の
常
設
展
示
を 

 

質
　
国
内
初
の
商
業
用
の
洋
上
風
力
発
電
稼
働
に
よ
り
本
市

へ
の
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。
洋
上
風
力
に
関
心
を
持
っ
た

方
々
を
市
内
へ
誘
導
す
る
た
め
に
、
洋
上
風
力
発
電
に
関
す

る
模
型
や
パ
ネ
ル
等
の
常
設
展
示
を
行
え
な
い
か
。 

 

答
　
模
型
や
パ
ネ
ル
等
の
常
設
展
示
を
行
う
こ
と
は
、
視
察

や
誘
客
に
つ
な
が
る
ほ
か
、
市
民
の
理
解
を
深
め
る
た
め
に

も
大
変
有
効
な
手
段
と
捉
え
て
お
り
、
４
月
か
ら
本
市
に
移

転
す
る
秋
田
洋
上
風
力
発
電
株
式
会
社
が
展
示
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
る
と
伺
っ
て
い
る
。
市
と
し
て
は
、
民
間
事
業
者

と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
洋
上
風
力
発
電
が
誘
客
の
推
進

に
も
つ
な
が
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。 

    浅
内
小
学
校
の
小
規
模
特
認
校
制
度 

 

質
　
浅
内
小
学
校
は
、
学
区
に
関
係
な
く
、
市
内
全
域
か
ら

就
学
で
き
る
小
規
模
特
認
校
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
学
区
外

か
ら
就
学
し
て
い
る
児
童
数
と
、
少
人
数
の
良
さ
を
生
か
し

た
教
育
の
特
色
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。 

 

答
　
就
学
児
童
数
は
、
令
和
５
年
度
ま
で
に
６
名
と
な
っ
て

い
る
。
小
規
模
校
の
良
さ
と
し
て
は
活
躍
の
機
会
が
多
い
こ

と
や
、
全
校
遠
足
・
農
園
活
動
等
の
豊
か
な
体
験
活
動
に
よ

り
、
学
年
を
超
え
た
連
帯
感
や
思
い
や
り
の
心
が
育
ま
れ
て

い
る
こ
と
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
地
域
の
方
々
が
「
浅

内
小
応
援
隊
」
と
い
う
組
織
を
立
ち
上
げ
る
な
ど
、
地
域
に

愛
さ
れ
る
学
校
で
あ
る
こ
と
も
魅
力
の
一
つ
で
あ
る
。 

そ
の
他
の
質
問
事
項 

○
学
校
給
食
に
地
元
産
の
有
機
米
を 

○
地
域
公
共
交
通
の
再
編
は
地
域
住
民
の
参
画
で 

今

野

孝

嶺

 

希
望 


